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地質リスク・エンジニア（ＧＲＥ）認定試験 

実施要領 

 

共催：地質リスク学会 / （一社）全国地質調査業協会連合会 

１．受験資格 

 以下の２つの要件を有する者 

 要件１．応用地形判読士又は下記の技術士の資格を有する者 

技術士法による第二次試験のうち技術部門を建設部門（選択科目を「土質及び基礎」

とするものに限る。）、応用理学部門（選択科目を「地質」とするものに限る。）又は

総合技術監理部門（選択科目を「土質及び基礎」又は「地質」とするものに限る。）

で合格し、同法による登録を受けている者   

 要件２．下記の【業務実績】又は【発表実績】を有する者 

【業務実績】 

・「地質リスク調査検討業務」等を管理（主任）技術者として担当した実績  

【発表実績】 

 以下のいずれかで発表等を実施した実績のある者（共同執筆者は、除く） 

・過去に開催された地質リスク学会主催「地質リスクマネジメント事例研究発表 

会」において既に発表した者 

    ・地質リスク学会がホームページ上で随時募集している地質リスクに関する事例 

収集に投稿した者 

２．受験料について 

  ３０，０００円（税込） 

   [合格後の登録料は、１５，０００円（税込）] 

３．応募の申請書類と応募方法 

 認定試験のために提出いただく申請書類は、以下のとおりです。 

  ・受験願書 

  ・受験料の振り込み票（写） 

  ・受験資格要件を証明する書類 

 上記の申請書類一式を認定試験事務局宛に郵送して下さい。   

応募先・お問合せ先「認定試験事務局」 

一般社団法人全国地質調査業協会連合会 

 〒101-0047 東京都千代田区内神田 1-5-13 内神田 TKビル 3階  

TEL. 03-3518-8873  FAX: 03-3518-8876  

e-mail：ike@zenchiren.or.jp 

 ＊お問合せは、できるだけ e-mail でお願いします。 

＊「認定試験事務局」について 

   認定試験事務局が行う事務処理業務は、一般社団法人全国地質調査業協会連合会が 

担当する。 
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４．認定試験実施のフロー（概要） 

 

＜令和 3年 8月 2日付けで、実施要領を正式に公表＞  

                    ↓ 

＜受付期間：令和 3年 8月 2日～令和 3年 8月 31日＞  

① 申請書類一式を上記期間内に認定試験事務局＊宛にファックスで送付する。 

② 認定試験事務局が申請書類の内容をチェックし、受験申込者に通知する。 

受験申込者に送付するもの。 

① 受験票 

② E-Learning による事前学習の案内  
 

                    ↓  

＜試験実施日：令和 3年 10 月 1 日＞ 

 午前 

  講習「地質リスクマネジメント（概説） 

 午後 

筆記試験 

課題① 小論文「地質調査業務における技術者倫理について」 

課題② リスク管理表の作成 

試験会場 東京 1箇所（飯田橋レインボービル） 

受験人数 ５０名程度に制限する。 
 

                    ↓ 

審 査 

                    ↓ 

審査結果発表 令和 4年 3月 1日 

                    ↓ 

認定書発行 地質リスク学会と全地連 HP に有資格者名を掲載 

    ＊合格登録後、５年毎に更新する。 


